
Model analyzer Divine guide
模型診断装置 ディバインガイド

Primary analysis(一次模型分析） ：印象体から製作された規格模型にディバインガイドを用い正中線,
天然歯の生えていたと思われる位置,などのランドマークの確認を行う.

Secondary analysis（二次模型分析） ：顎位の設定が完了した模型に対して追加診断を行う.ディバインガイド
を用いることで模型上に設定したランドマークや基準線が,蝋提上や補綴物
上に正確に反映される.

この他にも,ゴシックアーチトレーサーの設置位置の正確なマーキング
や様々な補綴物製作過程で使用できる.

～機能的で精密な補綴物製作を目指して～
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「模型を正確に観察できる能力」
おおよその目分量による主観は,思い込みとしての個人の見解でしかない

正確なModel Analysisの重要性

欠損補綴において重要な事は歯を失った顎堤上にいかに有歯顎時を想定
して器質欠損を回復するかという事である.解剖学的指標を持って歯の植立
している位置や方向と歯が失われた後に顎堤が吸収する方向の相対関係を
認識する力は補綴治療を行う際に有益となる.
そこから「模型分析を行い, 解剖学的に粘膜面上の指標を精査する能力」を

養うことは非常に重要なことである.
ディバインガイドは,各部位を正確にマーキングを行い,主観からの思い込

みや曖昧な判断基準からの誤差やミスを防ぐために必要なツールである.


